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研究成果の概要（和文）：本課題では，日本語の漢字における意味を担う部品（radical）に着目し，読み処理
過程における形態素が担う役割の観点から，コーパス分析や単語意味的類似性調査を実施して，語彙的記憶にお
ける意味情報の構造を可視化した。語彙的記憶は子どもから成人へと発達的に変化するため，本研究では小学校
国語教科書と小説を対象としたコーパス分析を行い，シミュレーション実験を行った。シミュレーション実験お
よび意味的類似性調査の結果に基づき，部品を共有する単語群の意味空間における関係性について明らかにし
た。

研究成果の概要（英文）：This study focused on the radicals that carry meaning in Japanese Kanji and 
visualized the structure of semantic information in the mental lexicon by conducting corpus analysis
 and word semantic similarity studies considering the role played by morphemes in the reading. The 
mental lexicon changes progressively from childhood to adulthood. This study conducted a corpus 
analysis of elementary Japanese language textbooks and novels and a simulation experiment. Based on 
the results of the simulation experiment and semantic similarity studies, the semantic relationship 
in the semantic space of words-sharing radicals was determined.

研究分野： 実験心理学

キーワード： 心的辞書　意味処理　漢字

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　漢字学習は小学校低学年から開始されるが，個々人の語彙記憶は，読書等の言語活動を通じて生涯にわたって
発達していく。漢字学習の初期における語彙的記憶の形成はその後の様々な知識の獲得に影響を及ぼす。そのた
め，効果的な漢字学習方法を開発することは重要であり，認知心理学的な言語研究の知見を活用できる。本研究
で得られた研究成果は，日本語母語話者の漢字学習だけでなく，外国語として日本語を学ぶ話者が漢字を学習す
る際の効果的なプログラムを作成するための意味的関連性に関するデータとして利用できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
単語認知過程は，形態・音韻・意味などの語彙知識の集合体である心的辞書を検索し，入力刺

激と一致する単語の意味を理解する過程と定義される。従来の単語認知研究で明らかにされて
来た形態・音韻・意味に関する処理過程の知見は，認知心理学的な実験研究の結果から得られて
きたが，近年では，言語コーパスに基づき構築される潜在意味解析 (Landauer & Dumais, 1997) な
どの計算論的アプローチによる意味空間モデルが提案されている。しなしながら，言語コーパス
分析によるアプローチを取り入れた，漢字・熟語の心的辞書における意味的構造の解明は十分に
は行われていない。 
日本語の漢字には，一つの形態素がラディカル（部首）や語の要素として用いられるという特

性がある。例えば，形態素「木」は，一字で「木」を表す一方，ラディカルとして漢字を構成す
る要素 (e.g., 枝) としても使用される。さらに，「木材」「並木道」など二字・三字熟語の構成要
素としても使用される。そのため，認知的経済性の観点に基づくと，これら形態素は，ラディカ
ルや語の要素として心的辞書に階層的に表現されていると推測される。先行研究では，形態的に
左右に分離可能な漢字を用いて，同一のラディカル (e.g., きへん) を共有する漢字間 (e.g., 板－
標) の意味的類似性に関する多次元尺度法 (multi-dimensional scaring: MDS) を用いた検討が行
われ，各ラディカルの辞書的定義に基づく次元に加え，複数のラディカルに共通する次元 (e.g., 
concrete - abstract, positive - negative) を含む 3 次元の軸が抽出されている(小河, 2012; Ogawa et al., 
2012)。しかしながらこれらの研究は材料が限定的であることから，左右分離漢字に限定せず，
網羅的に調査を実施することが必要である。加えて，心的辞書内における日本語漢字の階層的表
現は，学習の途上であり心的辞書の体制化が未完成である小学生と，体制化がなされた大学生と
では構造が異なると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 本課題では，当初の目的として下記の 3 点を挙げていた。ただし，covid-19 感染流行等の影響
から，実験室での認知実験や小学生対象の調査等を実施することが困難となり，計画を一部変更
して，実験や小学生対象の調査に関わる部分をシミュレーション実験に切り替えた。 

(1) 大学生と小学生に対して，常用漢字・教育漢字を材料として，形態素的構造に基づく「部
首-漢字-熟語」の言語的階層性に着目した意味的類似性の調査を実施する。 

(2) 多次元尺度法 (MDS) を実施し，漢字・熟語の各階層において基軸となる意味的次元を抽
出し，意味空間を可視的に示す。 

(3) 大学生と小学生に対して，認知実験とアイ・トラッキング実験を実施し，単語の意味処理
における漢字の形態素的活性化の役割について検討を加える。以上の結果に基づき，心的辞書の
意味的構造を活用した漢字学習プログラムを開発し，学習効果を検証する。 
 
３．研究の方法 
 本課題におけるコーパス分析では，小学生の心的辞書に関する検討では小学校国語教科書，成
人の心的辞書に関する検討においては小説をコーパスとした分析を実施した。はじめに国語教
科書における漢字の使用状況や語彙の言語的特徴を分析した。その後，成人の心的辞書における
意味構造を検討するために，小説コーパスを用いたシミュレーション実験および大学生対象の
意味的類似性調査を実施した。 
 
４．研究成果 
(1) 小学校国語教科書に含まれる単語の抽出と語彙的特徴の分析 (Ogawa & Fujita, 2017; 小河・
藤田, 2018)  
光村図書出版の国語教科書（2016 年度版）を対象に，国立国語研究所による形態素解析ソフ

ト Unidic-mecab ver. 2.1.2 を用いて解析を行う「茶まめ」ver.20.を使用し分析した。その結果，教
科書に掲載されている全単語の特徴を，①延べ単語数（形態素数），表記ごと（ひらがな・カタ
カナ・漢字・混合）の延べ単語数，全体に占める表記ごとの単語の割合，②教育漢字 1,006 字の
使用状況，③6 学年を通した全単語のうち，主な品詞（名詞・動詞・形容詞・副詞）ごとの延べ
単語数，単語の種類数，出現回数（出現頻度）の分析，④学年ごとの主な品詞ごとの延べ単語数，
単語の種類数，および出現回数の分析の 4 点から明らかにした。 

１年生の国語教科書では，五十音の習得に焦点をあてた文章が用いられるため（例：あかるい 
あさひだ あいうえお），形態素解析の精度が低かった。日本語の特徴として，１文字１モーラ
で語彙となるものが多く，かつ同音異義語が多い（例：ひ，火，日…）ため，ひらがな表記の場
合，意味的に正確に形態素を切り出す工夫が必要である。低学年児童のための文章を，コーパス
とする場合，研究目的に応じて，文章を漢字変換してから形態素解析にかけることも有効である。 
 
(2) 小学校国語教科書に含まれる単語の意味的属性に関する分析（小河・藤田・増田, 2019; 小河・
藤田，2020） 



小河・藤田・増田 (2019) では，ラディカルを共有する漢字から構成される単語のファミリー
サイズと出現頻度について検討した。具体的には，小学校教科書をコーパスとして，ラディカル
を共有する漢字および単語に関する次の 5 つの特徴を算出し，一覧表を作成した：①単語ファミ
リーの成員，②タイプ頻度，③単語ファミリーの各メンバーの出現頻度，④各単語ファミリーの
出現頻度，⑤単語ファミリーの総出現頻度。この表は，漢字学習の初期段階である小学生の心的
辞書の構造を解明するための実験に用いる，単語材料の提供を可能とした。 
上記の材料を用いて，小河・藤田 (2020) では，ラディカルを共有する漢字および単語ファミ

リーにおける心像性特性について検討を加えた。「NTT データベースシリーズ日本語の語彙特性」
(佐久間他, 2005) を用いて文字単語心像性の値を参照し，部品ごとに次の 9 属性値を計算した。
①漢字数（各左部品を構成要素に持つ漢字の種類数，すなわち漢字ファミリーサイズ），②平均
単語ファミリー出現頻度（各単語ファミリー出現頻度をその単語ファミリーサイズで除した値
の部品ごとの平均値），③平均単語ファミリーサイズ（各漢字から構成される単語（書字形）の
平均値），④出現頻度平均値（平均単語ファミリー出現頻度を平均単語ファミリーサイズで除し
た値の平均値）⑤心像性平均値（漢字ごとの心像性の平均値），⑥出現頻度平均値と心像性平均
値とのピアソンの積率相関係数，⑦平均単語ファミリー出現頻度と出現頻度平均値とのピアソ
ンの積率相関係数，⑧平均単語ファミリーサイズと心像性平均値とのピアソンの積率相関係数，
⑨心像性値の欠損率（心像性のデータが「日本語の語彙調査」に掲載されていない語数を各単語
ファミリーサイズで除した値の平均値）。 

結果として，対象とした計 1,553 語の中での心像性値が最も高い 20 語と最も低い 20 語を小
河・藤田 (2020) に掲載した。上記⑦から⑨について無相関検定を実施した結果，「ひへん (日)」
を左部品にもつ漢字から構成される単語群においてのみ，単語ファミリーを構成する単語の出
現頻度が高いほど心像性の値が低い (r = - .663, p < .05) ことが示された。次に，25 種類の部品
全体における特性として心像性平均値との関連を明らかにするために，漢字数・出現頻度平均
値・平均単語ファミリーサイズと心像性平均値とのピアソンの積率相関係数を求めた。その結果，
出現頻度平均値と心像性平均値との間には有意な相関は認められなかった (r = - .333, n.s.)。つま
り，単語の出現頻度の高さとその単語の心像性の間には関係がないことが示唆された。 
単語ファミリーサイズが小さいほど心像性が高いという全体的な傾向が認められたものの，

この関係性が何に起因するのかについては明確ではなかった。そのため，今後は個々の部品ごと
に，その部品を含む漢字の意味の抽象度とその意味から派生する単語のバリエーションを単語
ファミリーごとに考慮して，心像性などの意味的変数を統制する必要があると考えられる。 

 
(3)成人の心的辞書における意味構造の検討 
①小説を対象としたコーパス分析とシミュレーション実験 
成人の心的辞書における意味構造の検討のために，小説

をコーパスとして用いた LSA（小説・新聞・雑誌などから
構成される言語コーパスを，人が語彙知識を獲得する際に
用いる入力情報と想定し，コーパスにおける文書中の共起
情報に基づき単語間の意味的関連性をコサイン類似度
（LSA 類似度と呼ぶ）として推定する計算論的モデル）を
実施した。日本語の先行研究において，英語の研究と同様の
次元数 300 を用いた LSA が実施され (e.g., 猪原・楠見, 
2012) ，LSA 類似度と単語連想あるいは単語類似度との相
関が報告されている。本研究では，文書サイズ（2000 段落
と 2 万段落）や，単語文書行列の前処理における広域的重
み (global weight) および局所的重み (local weight) 等のパラメータの設定について検討を加え
た。また，次元削減数を変数とした検討も行った。行動データとして，単語類似度は「日本語類
似度・関連度データセット JWSAN-1400」(Inohara& Utsumi, 2021) を参照した。連想強度は，水
野・柳谷・清河・川上 (2011) による「連想語頻度表」を参照した。 
シミュレーション実験の結果，単語類似度と LSA 類似度との相関分析では，200～1000 次元

の次元削減において，100 次元までよりも相対的に相関が高いことが明らかとなった。また，単
語類似度との相関分析では，ウエイト変数の組み合わせは，局所的重みは対数化頻度 (log term-
frequency)，広域的重みはエントロピーを用いると，単語類似度との相関が高くなることが明ら
かとなった。連想強度との相関分析では，重みをかけない条
件での相関が最も高く，次元数は 1000 次元で最も相関が高か
った。次元数が増えるほど，相関も高くなることが示された。
これらの LSA 類似度を元に，同一部品を共有する単語ファミ
リーの意味空間における距離が計測可能となった（図 1）。 
 
②大学生を対象とした漢字間の意味的類似性調査 
日本語母語話者である大学生 128 名（各条件 32 名）を対象

に，部品タイプ 4 条件（左／右／上／下部品）の意味的類似
性評定課題を 7 件法で行った。この意味的類似性評定値を用
いて，部品ごとに R を用いて古典的 MDS による分析を行っ

図 1 水の意味的近傍語 

図 2 草かんむりを共有する漢字 



た。次元数は 3 次元とし，4 条件における各々の部品毎に 3 次元図を作成し，各軸の解釈を試み
た。例として，上部品条件の草かんむりを含む漢字の 3 次元図を図 2 に示す。 
 
(4) 漢字学習プログラムの開発について 
 本課題の研究結果をもとに，教育漢字から構成される漢字単語の学習効果について検討を加
えることを計画していた。本研究では，部品の意味が単語ファミリーにおいて透明である程度が
高い場合と不透明である場合や単語の抽象度による違いを検証するため，小学生を対象にした
実験・調査研究を実施することを計画していたが実施するまでに至らず，この点は今後の検討課
題としたい。 
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